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ごあいさつ

NTT東日本宮城事業部秋田支店長

支部長メッセージ秋田支部長

NTTグループ東北だより

賛助会員企業株コーナー

東北地方本部だより

各地区電友会だより

1　　会員リレーコーナー

2　　会友コーナー文芸・随想

3　　　でんでんみちのく川柳コーナー

6　　　NTT東日本から退職者の皆様へ

8　　　編集後記
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ごあいさつ

東日本電信電話株式会社

宮城事業部秋田支店長

松　浦　寛

東
北
電
友
会
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
よ
り
N
T
T
東
口
本

グ
ル
ー
プ
の
事
業
に
対
し
、
格
別
の
ご
支
接
・
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

7
月
1
日
付
け
で
、
秋
田
支
店
長
に
着
任
し
ま
し
た
松
浦

寛
（
ま
つ
う
ら
ひ
ろ
し
）
と
申
し
ま
す
。

東
北
で
の
勤
務
経
験
は
初
め
て
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
仕
事

の
中
で
東
北
と
の
繋
が
り
が
大
変
探
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
東

北
に
対
し
特
別
な
思
い
入
れ
が
あ
り
ま
す
．
∪
東
日
本
大
震
災

の
際
は
、
勤
務
地
の
千
葉
県
か
ら
支
援
部
隊
を
派
遣
し
、
東

北
の
災
害
復
旧
に
携
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本
社
に
異
動

し
た
際
に
は
、
東
北
復
興
推
進
室
を
兼
務
す
る
こ
と
に
な

り
、
東
北
の
復
興
に
向
け
て
緊
密
な
連
携
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
（
J
東
日
本
大
震
災
か
ら
7
年
が
経
過
し
、
震
災
復

興
に
か
か
わ
る
地
域
の
要
望
も
変
化
し
て
い
ま
す
。
お
客
様

の
「
新
し
い
要
望
」
を
的
確
に
捉
え
、
応
え
て
い
く
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
私
達
の
責
務
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
こ
秋
田
県
は
「
人
口
減
少
率
　
全
国
二
「
6
5
歳
以

ヒ
の
人
口
割
合
　
全
国
二
と
い
う
人
口
減
少
エ
‥
回
齢
化
社

会
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
課
題
先
進
県
で
す
。
昨
年
4
月
に

は
、
東
北
で
初
め
て
県
人
口
が
1
0
0
万
人
を
割
り
ま
し

た
。
軌
‖
県
は
県
外
転
旧
が
転
入
を
上
回
る
「
社
会
減
」
に
歯

止
め
を
か
け
る
た
め
、
県
内
へ
の
移
住
・
定
住
や
県
内
就
職

の
促
進
、
√
育
て
支
接
に
取
組
ん
で
い
ま
す
▲
ま
た
、
秋
田
駅

前
周
辺
開
発
な
ど
「
行
き
た
い
・
住
み
た
い
・
活
力
あ
る
街
」

を
目
指
し
た
宮
艮
一
体
の
取
組
み
も
加
速
し
て
い
ま
す

一
方
、
人
口
が
減
少
し
続
け
る
中
で
秋
山
県
全
体
が
持
続

的
成
長
を
遂
げ
る
た
め
に
は
∵
人
当
た
り
の
生
産
性
向
上

が
不
可
欠
で
す
。
I
C
T
を
得
意
と
す
る
私
達
は
、
お
客
様

が
抱
え
る
兵
の
課
題
に
耳
を
傾
け
、
I
C
T
に
よ
り
課
題
解

決
を
図
る
こ
と
で
、
地
域
の
生
産
性
向
上
の
お
手
伝
い
が
必

ず
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
N
T
T
東
日
本
は
、
秋
田
県
と
多
分
野
連
携
協
定

を
締
結
し
、
地
域
の
活
性
化
を
と
も
に
進
め
て
い
ま
す
■
U
ま

た
、
秋
凹
支
店
で
は
教
育
関
連
で
、
北
秋
田
市
の
校
務
シ
ス

テ
ム
導
入
、
八
峰
町
小
中
学
校
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
電
子
黒

板
等
史
改
、
秋
田
市
の
教
育
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
更
改
等
の

I
C
T
シ
ス
テ
ム
導
入
や
、
観
光
で
は
秋
田
市
へ
の
W
i
－

F
i
導
入
等
を
進
め
て
お
り
、
今
後
も
地
域
に
根
ざ
し
、
活

力
あ
る
地
域
形
成
の
一
助
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
電
友
会
会
員
の
皆
様
に
は
こ
れ
ま

で
と
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
東
北
電
友
会
の
益
々
の
ご
発
展
並
び
に

会
員
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、



三
支
部
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

良
輝

秋
旧
支
部
長高
橋
　
幸
雄

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
の
勧
め

平
成
2
6
1
2
7
年
度
電
友
会
は
総
務
省
の
I
C
T
健

康
モ
デ
ル
　
（
予
防
）
　
実
証
事
業
に
協
力
し
た
．
▼
長
寿

県
と
言
わ
れ
る
長
野
県
と
短
命
県
と
言
わ
れ
る
北
東

北
の
会
員
の
日
々
の
歩
数
、
血
圧
、
体
重
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
状
況
、
集
会
参
加
状
況
な
ど
の
項
目
で
あ
っ

た
り

二
股
的
に
東
北
の
中
で
も
特
に
青
森
・
秋
m
は
塩

分
の
取
り
過
ぎ
で
短
命
県
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
が
、

塩
分
の
摂
取
量
で
は
女
性
で
青
森
県
と
長
野
県
は
同

じ
で
男
性
で
も
1
位
は
青
森
県
だ
が
長
野
県
は
4
位

で
あ
る
∪
長
寿
の
秘
訣
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
の

一
つ
に
各
野
菜
を
た
く
さ
ん
取
っ
て
い
る
よ
う
で
す

野
菜
や
果
物
∴
昭
漠
に
含
ま
れ
る
カ
リ
ウ
ム
は
余
分

な
塩
分
を
排
出
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
り
　
そ
の
他
に

長
野
県
の
医
療
班
削
減
等
に
向
け
た
取
り
組
み
と
思

う
か
人
目
に
対
す
る
博
物
館
、
体
育
館
、
ブ
ー
ル
な

ど
の
社
会
体
育
施
設
の
数
も
全
国
1
位
、
公
民
棺
、

図
巨
＝
館
は
仝
阿
り
】
位
と
高
齢
に
な
っ
て
か
ら
歴
史
や

丈
化
に
闇
心
を
持
っ
た
り
、
ス
ホ
ー
ツ
を
楽
し
ん
た

り
、
公
民
軒
に
集
ま
っ
て
近
隣
の
人
々
と
の
L
父
流
と

い
っ
た
「
生
き
が
い
」
が
あ
る
か
な
い
か
が
健
康
に

大
き
く
影
響
す
る
■
　
地
域
で
毎
日
の
幕
ら
し
を
存
分

に
楽
し
む
こ
と
も
健
康
長
寿
の
秘
訣
の
一
つ
と
考
え

た
時
、
退
職
後
の
生
活
の
中
で
電
友
会
の
活
劫
の
柱

と
し
て
い
る
「
す
る
こ
と
が
あ
る
」
　
「
行
く
と
こ
ろ

が
あ
る
」
「
会
う
仲
間
が
い
る
」
は
そ
れ
を
実
践
し

て
い
る
よ
う
に
思
う
√

私
の
性
根
法
と
し
て
は
今
の
と
こ
ろ
ラ
ン
ニ
ン
グ

を
し
て
い
る
■
一
仙
台
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
も
毎
隼
仲

間
と
一
緒
に
参
加
し
て
い
る
F
U
　
5
7
歳
の
時
肺
癌
の
手

術
を
し
主
治
医
か
ら
運
動
は
し
た
万
が
い
い
と
言
わ

れ
そ
れ
以
来
走
っ
て
い
る
ゥ
　
そ
の
練
習
方
法
の
一
つ

に
速
く
走
る
1
ゆ
っ
く
り
走
る
と
い
っ
た
　
「
疾
走
と

霧
走
」
を
繰
り
返
す
ィ
ン
ク
ー
パ
ル
練
習
が
あ
る
。
1

距
離
は
専
門
と
す
る
種
目
に
よ
り
異
な
る
が
そ
の
効

果
は
い
賞
収
大
酸
素
摂
取
量
向
上
至
心
肺
機
能
向
上
a

ス
ピ
ー
ド
持
久
力
向
上
4
〉
乳
酸
を
再
利
用
出
来
る
能

力
の
向
上
が
高
め
ら
れ
る
。

古
来
人
間
に
と
っ
て
歩
く
こ
と
は
牛
き
て
い
く
卜

で
の
全
て
の
基
本
で
あ
っ
た
一
．
人
は
歩
く
こ
と
に

よ
っ
て
日
々
の
糧
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
歩
ノ
、

こ
と
に
よ
っ
て
人
々
と
出
会
い
、
そ
こ
に
社
会
が
形

成
き
れ
た
〈
　
ま
た
人
々
∴
は
巌
し
い
〓
然
の
中
を
歩
く

こ
と
に
よ
り
自
然
を
理
解
し
、
自
ら
を
狙
え
超
し
ノ
l
＼

牛
き
る
知
恵
を
攫
得
し
て
き
た
■
　
最
近
多
／
、
の
人
が

健
康
の
た
め
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
さ
れ
て
い
ま
す
が

歩
く
こ
と
が
最
も
手
軽
に
行
え
る
有
酸
素
運
動
な

の
で
す
が
、
そ
の
や
り
方
一
つ
で
体
に
与
え
る
影
響
、

効
果
が
変
わ
り
ま
す
。
た
だ
ひ
た
す
ら
歩
く
だ
け
で

は
筋
力
、
持
久
力
の
向
上
が
少
な
い
こ
と
が
分
か
っ

て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
考
え
だ
さ
れ
た
の
が
　
「
イ

ン
々
／
－
1
パ
ル
速
歩
」
　
で
す
。
こ
れ
は
正
し
い
姿
勢
で

大
股
歩
き
を
し
ま
す
‥
一
そ
の
方
法
は
①
ウ
オ
ー
ミ
ン

グ
ア
ッ
プ
を
卜
分
に
す
る
■
㌢
ハ
ア
ハ
ア
息
が
あ
が
る

よ
う
に
　
〃
大
股
で
梅
を
9
0
度
に
振
っ
て
早
歩
き
り
を

3
分
間
続
け
ま
す
ハ
▼
（
月
次
に
呼
吸
を
整
え
る
よ
う
に

ゆ
っ
く
り
3
分
間
歩
き
ま
す
▲
〕
　
こ
の
繰
り
返
し
を
3

回
ず
つ
や
っ
て
ワ
ン
ク
ー
ル
と
し
休
憩
を
入
れ
な
が

ら
り
⊥
√
1
3
ク
ー
ル
を
行
っ
て
終
わ
り
で
す
■
－
毎
H
継

続
し
て
行
う
こ
と
に
よ
り
生
活
習
慣
病
指
数
と
さ
れ

る
l
最
高
血
圧
至
空
腹
時
血
糖
③
B
M
I
亘
中
性
脂

肪
の
改
善
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
［
枇
近
記

憶
力
向
上
も
み
ら
れ
る
こ
と
も
発
表
さ
れ
た
。
正
し

い
姿
勢
と
は
背
筋
を
伸
ば
し
て
　
（
タ
オ
ル
を
両
手
で

握
っ
て
頭
の
し
に
延
ば
す
、
胸
を
は
っ
て
）
　
す
り
足

に
し
な
い
で
大
股
で
歩
き
ま
す
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
た
だ
ど
の
位
　
（
何
歩
・
何
時

聞
一
歩
い
た
か
て
な
く
歩
き
方
に
変
化
を
つ
け
て
効

果
の
あ
る
歩
き
方
を
お
勧
め
し
ま
す

近
牛
、
健
庸
寿
命
と
い
う
二
一
日
葉
が
盛
ん
に
使
わ
れ

そ
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
定
義



中村宮城事業部長と
お磯子のみなさん

は
「
健
康
し
の
理
山
で
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ

と
が
な
い
期
間
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
隼
3
月
厚

生
労
働
省
か
ら
健
康
長
寿
県
の
ラ
ン
ク
が
発
表
さ
れ

た
■
　
男
女
と
も
平
均
寿
命
日
本
一
の
長
野
県
は
「
官

民
学
」
が
一
体
と
な
っ
て
性
根
長
寿
世
界
一
を
目
指

し
取
り
組
ん
で
い
る
。
「
イ
ン
タ
ー
ハ
ル
速
歩
」
は

そ
の
研
究
の
中
か
ら
信
州
大
学
で
考
案
さ
れ
た
も
の

で
国
内
に
広
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

◆
N
T
T
グ
ル
ー
プ
東
北
だ
よ
り

◎
仙
ム
‖
・
k
H
柴
ま
つ
り
へ
の
参
加

H
T
T
来
日
本
宮
城
プ
ル
ー
フ
は
、
5
月
1
9
日
l

即
日
に
糊
催
さ
れ
た
「
第
3
4
回
仙
ム
‖
・
青
葉
ま
つ
り
」

に
参
加
し
ま
し
た
ー
宵
ま
つ
り
、
本
ま
つ
り
と
も
差

値
に
恵
ま
れ
、
総
勢
り
】
C
O
名
の
す
ず
め
踊
り
や
お

嘱
」
王
山
鉾
引
き
手
に
は
、
O
B
の
方
も
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
仙
台
潜
祖
伊
達
政
宗
公
生
誕
1
5
0
年

の
杜
の
郡
を
熱
く
盛
り
と
げ
ま
し
た
ー

◎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
線
種
会
情
報

日
頃
よ
い
∴
八
T
T
グ
ル
ー
プ
東
北
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

フ
後
接
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
こ
協
力
を
い
た
だ
き

「
東
北
マ
ー
・
わ
／
ス
　
（
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
）
」
に
付
し
物
心
両
面
で
の
こ
支
援
、
な
ら
び
に

こ
声
接
を
腸
汀
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま
す

昨
年
も
、
O
B
・
O
G
の
皆
様
に
も
会
‖
ハ
幕
狼
の

ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多
く

の
比
日
付
に
ご
舘
同
を
い
た
だ
き
ま
し
た
J
　
こ
の
場
を

お
借
り
い
た
し
ま
し
て
御
礼
申
し
卜
げ
ま
す
√

今
シ
ー
ズ
、
／
は
ベ
ー
ス
ホ
ー
ル
ク
ラ
フ
が
3
名
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
チ
ー
ム
は
1
竹
の
新
人
選
手
を
加
え

皆
様
の
こ
期
待
に
応
え
る
、
へ
く
日
々
猥
蝕
を
重
ね
て

お
り
ま
す
。
是
非
、
試
合
会
場
や
ブ
ラ
ウ
ン
ト
∴
足

を
運
ん
て
い
た
た
き
、
こ
】
丹
接
を
い
た
だ
け
わ
は
選

手
の
軌
ワ
三
．
－
な
る
し
前
心
し
ま
十
の
て
、
よ
ろ
㌧
′
∴
胃

併
し
．
∵
ニ
ー
言
草
す

さ
て
、
祐
ケ
ラ
「
り
一
悠
妃
一
ユ
」
か
、
、
－
∴
八
∴
小
…

一

U

、

一

－

、

．

′

．

ナ

J
L
ウ
ラ
フ
は
、
5
日
に
郁
両
局
拭
野
球
　
（
木
ん
′
二
・

東
京
ド
ー
ム
二
㌢
選
に
臨
み
ま
し
た
が
、
か
業
チ
ー

ム
の
壁
が
厚
／
＼
惜
し
／
、
も
一
次
や
選
宮
城
大
会
第

三
代
表
決
定
戦
で
敗
退
　
現
在
は
ク
ラ
ブ
野
球
選
手

権
大
会
｛
本
大
会
・
メ
ッ
ト
ラ
ィ
フ
ド
ー
ム
）
　
へ
の

出
場
に
向
け
て
一
次
予
選
宮
城
入
会
を
戦
っ
て
お
り

ま
す
へ
　
（
6
月
硯
庄
一

ハ
ド
ミ
ン
ト
ン
チ
ー
ム
は
、
昨
年
の
日
本
リ
ー
グ

（
旧
二
部
リ
ー
グ
）
　
に
お
い
て
準
優
勝
し
、
国
内
最

し
＝
…
峰
の
S
〆
l
リ
ー
ブ
　
（
旧
一
部
リ
ー
グ
一
へ
の
復

帰
を
果
た
し
ま
し
た
。
S
／
1
リ
ー
グ
は
国
内
を
転

戦
い
た
し
ま
す
が
、
京
北
に
お
い
て
は
に
月
に
仙
台

大
会
が
、
り
】
月
に
は
盛
岡
大
会
が
閏
催
さ
れ
、
東
北

マ
ー
ク
ス
が
出
場
し
ま
す
■



引
き
続
き
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
接
亜
び
に
こ
声

接
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
√

（
ス
ホ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
復
校
会
車
務
局
長
）

♂／

◆
「
東
北
マ
ー
ク
ス
」
に
つ
い
て
の
紹
介

◎
「
射
北
マ
ー
ク
ス
」
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
と
は

前
身
は
N
T
T
東
北
野
球
部
（
旧
最
小
化
東
北
こ
し
す

1
9
1
6
年
　
へ
昭
和
2
1
隼
一
日
本
局
信
揖
詔
公
社

東
北
通
信
局
卜
に
お
い
て
「
小
黒
他
県
北
野
球
部
」
創
部

電
電
公
社
昆
常
化
［
1
9
8
5
年
（
昭
和
輔
車
土

に
伴
い
　
「
N
T
T
東
北
野
球
部
」
　
へ
改
称
予
　
N
T
T

如
西
会
社
再
編
に
伴
い
N
T
T
東
北
解
散
二
1
日
r
n
リ

り
隼
二
半
成
‖
隼
）
　
ハ
ト
目
端
〓
］

・
早
什
余
人
野
球
の
発
症
、
日
日
　
丁
ア
ル
ー
フ
余
＝

含
め
ー
及
び
N
T
T
プ
ル
ー
フ
余
什
冊
の
ト
ト
丞
‥
H
掲

－
左
き
ノ
、
貢
献
し
た
粟
轟
を
拾
ま
え
、
1
0
∵
り
＝
り
∴
廿

T
T
成
〓
隼
一
M
U
り
〓
　
「
N
T
T
裏
日
本
宮
城
野

・
歳
ウ
ラ
フ
　
L
r
ノ
て
創
部
　
■
サ
ー
十
－
ユ
リ
h
J
∵
】
克

・
－
－
、
　
　
日
．
■
－
・
r
′

レ
芦
】
上
り
∴
い
隼
l
一
穴
明
レ
人
情
長
一

㍊
日
日
溝
訂
二
王
7
ル
ー
フ
会
社
廿
日
も
在
籍
し
て
い

∵
．
㌣
巨
■
′
‥
ノ
リ
一
日
〓
り
】
左
・
ニ
γ
成
1
4
隼
）
　
に
N
T
T
グ

㌧
…
十
王
尤
∵
‥
ク
ス
に
改
称
■

∴
二
、
・
・
一
ク
ス
　
二
、
－
ク
＝
目
標
、
道
し
る
べ
）
　
野

球
を
通
㌧
予
地
域
貢
献
、
野
球
界
の
底
辺
拡
大
を
日

量
三
㌧
子
供
達
や
野
球
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
る

学
牛
石
目
標
や
将
来
の
夢
に
対
す
る
道
し
る
べ
に
な

㍑
∴
マ
ナ
ー
‥
ム
（
伍
ナ
‖
体
一
と
い
う
意
味
、
思
い
の
名
称

ま
た
、
よ
り
地
域
色
　
〔
京
北
仝
体
一
を
持
つ
た
め

∴
リ
ー
‖
1
日
隼
｛
平
成
平
年
）
に
「
東
北
マ
ー
ク
ス
」

∴
吉
∴
ト
㌧

■
ト
な
活
動
内
容

社
会
上
野
長
め
3
人
大
会
で
あ
る
、
都
市
対
抗
町

刃
　
〓
木
選
手
権
、
全
日
本
ク
ラ
ブ
野
球
選
手
椎
の

全
国
七
会
出
場
を
目
標
に
活
動

半
成
平
準
度
示
活
動
状
況

・
第
王
回
　
′
、
∴
り
率
ク
ラ
フ
野
球
選
手
権
入
会

宮
城
県
た
云
　
優
勝

∴
机
が
回
　
㌧
い
■
〓
圭
ク
ラ
ブ
野
球
選
手
付

根
肥
大
会
　
戦
使
特

へ
奈
川
左
会
3
h
・
＝
ふ
1
り
バ
回
目
の
出
場
一

∴
弟
〓
回
　
′
川
〓
折
闘
什
杯
社
会
人
選
抜
野
球
た
奈

．圧し・■∵

・
地
域
貢
献
清
動
　
】
地
域
頂
少
行
詰
り
〃
・
1
日
∴
一
1
・

－
・
＼
〃
野
球
教
主
・
柚
机
や
1
日
丹
中
川
写
見
境
浩

㌧

′

、

一

動
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
′
一
ア
参
加
）

●
部
日
数
等

・
監
督
育
め
叩
名
⊥
オ
ー
ナ
ー
、
事
業
部
艮
、
部
艮
、

副
部
長
除
ノ
＼
）

・
部
H
所
屈
は
、
N
T
T
東
日
本
－
東
北
社
日
を
は

じ
め
、
グ
ル
ー
プ
会
祉
社
員
の
み
な
ら
ず
各
企
業
皮

び
大
学
牛
等
の
参
加
者
で
構
嘆
■

※
詳
細
は
東
北
マ
ー
ク
ス
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
、
フ

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
参
加
者
を
広
く
募
来
し
て
お

り
ま
す

e
「
東
北
マ
ー
ク
ス
」
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
と
は
…

‥
中
身
は
N
T
T
京
北
ハ
ト
ミ
ン
ト
ン
部
　
へ
旧
小
黒
皿

東
北
）
　
で
す

1
9
7
り
ー
隼
⊥
昭
和
4
7
牢
）
　
「
揖
揖
東
北
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
部
愛
好
会
」
と
し
て
発
足
。

1
9
8
1
隼
　
（
昭
和
5
6
牛
）
　
「
電
電
東
北
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
部
」
と
し
て
正
式
に
創
部
。

電
局
公
社
民
営
化
1
9
8
5
年
⊥
昭
和
6
0
年
一
に

伴
い
　
「
N
T
T
東
北
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
」
　
へ
改
称

N
T
T
東
西
会
社
再
編
に
伴
い
N
T
T
東
北
解
散

［
1
9
0
・
q
・
隼
　
（
半
成
〓
隼
｝
　
S
日
加
〓
一

・
…
り
東
北
地
方
に
お
け
る
ス
ホ
ー
ソ
競
技
用
作
の
申

て
椎
．
の
ト
ノ
ブ
∴
リ
ー
ク
所
居
て
あ
り
た
こ
と
、
ハ

ト
ミ
ニ
ト
・
／
競
技
の
発
展
、
日
日
二
グ
ル
ー
プ
余
什

′
、
．
1
め
】
　
放
言
i
T
T
ク
ル
ー
ー
7
会
什
問
の
L
気
高
拐



に
大
き
く
貢
献
し
た
実
績
を
踏
ま
え
、
1
9
9
9
年

一
半
成
‖
年
〉
　
川
り
6
日
　
「
N
T
T
宮
城
ハ
ト
ミ
ン

ト
ン
部
」
と
し
て
創
部
（
オ
ー
ナ
ー
は
¶
時
宮
城
支

店
長
の
佐
藤
炎
明
支
店
長
「

．
ケ
人
′
γ
牛
2
0
0
0
年
「
N
T
T
東
日
本
宮
城
」

※
野
球
部
と
同
調
の
た
め

2
0
0
2
年
「
N
T
T
グ
ル
ー
フ
東
北
」

2
0
1
0
年
「
東
北
マ
ー
ク
ス
」
　
に
改
称
し
、
現

在
に
至
る
∪

●
主
な
活
動
内
容

・
1
9
8
3
年
（
昭
和
5
8
年
一
「
日
本
リ
ー
グ
チ
ー
′
こ

れ
り
を
目
指
し
本
格
的
に
冥
業
川
チ
ー
′
丁
と
し
て
好

劫。・
1
9
9
1
年
へ
平
成
元
年
「
日
本
リ
ー
グ
1
部
（
現

在
の
S
／
l
 
L
E
A
G
U
E
）
　
へ
の
口
丹
精
、
そ
の

後
2
部
　
（
現
在
の
日
本
リ
ー
グ
）
　
へ
降
格
を
繰
り
返

す
も
、
2
0
1
8
年
二
平
成
3
0
年
）
　
S
／
1
　
L
E

A
G
U
E
に
復
帰
を
果
た
し
て
い
る
、
】

チ
ー
ム
と
し
て
は
、
S
／
J
 
L
E
A
G
U
E
定

石
、
選
手
個
人
と
し
て
は
M
体
や
全
日
本
総
合
選
手

権
大
会
で
の
上
位
進
出
を
目
標
に
日
々
活
動
し
て
い

る。

γ
戒
的
隼
度
の
活
動
状
況

・
第
6
7
回
仝
＝
本
実
業
川
ハ
ト
ミ
ン
ト
ン
選
手
権

東
北
予
選
会
兼
第
封
回
東
北
実
業
閲

ハ
ト
ミ
ン
し
、
／
選
手
柿
来
会
　
優
勝
　
（
8
連
覇
）

・
第
6
7
回
全
日
本
実
業
川
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権

た
余
　
9
位

∴
弟
7
1
回
全
円
本
給
人
目
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
柾

た
会
　
5
位
　
（
混
合
ダ
フ
ル
ス
一

・
日
本
リ
ー
グ
2
0
1
7
　
準
優
勝

（
S
．
J
 
L
E
A
G
U
E
2
0
1
8
へ
復
帰
一

・
地
域
貢
献
活
動
　
（
東
北
地
ん
を
中
心
に
地
域
の

小
・
申
・
高
校
生
へ
の
講
習
会
・
強
化
練
習
会
の
開

催
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
〕

■
部
日
数
等

・
監
督
含
め
8
名
　
（
オ
ー
ナ
ー
、
部
長
等
除
く
「

部
‖
ハ
は
N
T
T
東
日
本
、
グ
ル
ー
7
会
社
等
　
（
テ

ル
巾
エ
ル
東
日
本
、
N
T
T
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
、
N
T

T
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
、
ス
東
北
、
N
T
T
ネ
ク
シ
7
、

大
和
電
設
工
業
）
　
社
員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

◇
N
T
T
東
日
東
ち
東
北
で
は
、
N
T
T
東
日
本
グ

ル
ー
フ
各
社
、
関
連
会
社
の
社
員
が
数
多
く
所
用
し

て
い
る
「
東
北
マ
ー
ク
ス
」
を
応
接
す
る
こ
と
に
よ

り
　
「
N
T
T
グ
ル
ー
プ
．
件
感
の
醸
成
を
図
る
と
と

も
に
地
域
の
発
展
に
窟
す
る
こ
と
」
　
を
H
的
い
い
N
T

T
グ
ル
ー
プ
東
北
ス
ホ
ー
ツ
タ
ラ
フ
後
緩
会
を
設
1
り
目

し
て
応
接
を
し
て
お
り
ま
す

今
後
と
も
皆
柾
の
こ
理
研
と
こ
協
力
を
明
り
ま
す

よ
う
お
噺
い
申
し
L
†
ま
す



賛助会員企業様コーナー
「賛助会員企業様コーナー」は賛助会員企業様の余臭から、

ご自分の会社の紹介や余暇の過ごし方等を寄稿していたた

くコーナーです。今回は日本カーソリューションズ（株）東日

本営業本部様、NTTファイナンス（株）東北支店様です。

日本カーソリューションズ株式会社

温泉巡りとジグソーバスルに

はまっています1t
東日本営業本部

森谷　孝史
二二一　　　　－　　　　　－

H
亨
や
・
ゝ
ソ
り
二
十
＝
シ
ョ
ン
ス
〔
株
）
東
日
本
営
業
本
邪

の
た
．
谷
孝
吏
て
す
　
日
頃
か
ら
、
N
T
T
グ
ル
ー
プ
各
社
椋
、

T
T
T
O
B
・
O
G
の
皆
様
に
は
弊
社
事
業
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
．
り
厚
く
御
礼
を
申
し
し
げ
ま
す
し

弊
社
は
、
草
枕
に
は
懐
し
く
感
じ
る
方
も
多
く
い
ら
っ

l
こ
～
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
旧
N
T
T
オ
ー
ト
リ
ー
ス
が

母
件
の
会
社
で
、
平
成
1
7
年
に
他
の
オ
ー
ト
リ
ー
ス
会
社

と
合
併
し
誕
生
し
た
会
社
で
す
・
そ
の
後
も
幾
つ
か
の
会

社
と
合
併
を
行
い
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す

私
が
所
房
す
る
東
日
本
営
業
本
部
は
、
N
T
T
の
フ
ロ

ブ
」
7
て
い
う
と
、
北
海
道
、
東
北
、
信
越
を
営
業
エ
リ
ア
と

．
ノ
、
私
は
各
地
域
の
N
T
T
グ
ル
ー
プ
会
社
、
協
力
会
社
、

関
係
会
社
は
も
と
よ
り
、
各
エ
リ
ア
の
∵
股
法
人
企
業
を

含
め
て
日
々
耶
“
持
回
っ
て
い
ま
す
。
■
弊
社
は
、
東
北
フ
ロ
ッ

ク
∴
∴
は
仙
台
と
盛
岡
に
支
店
を
お
い
て
お
り
、
各
支
店
で

営
業
マ
ン
と
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
協
力
・
サ
ホ
ー
ト
し
な
が

ら
、
お
客
様
の
要
望
に
応
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
車
の
こ

と
で
相
談
事
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
私
ど
も
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
い
た
た
け
れ
は
幸
い
で
す
。

自
動
車
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
メ
ー
カ
ー
が
開
発

を
急
く
自
動
運
転
技
術
、
コ
、
不
ク
テ
ノ
・
‥
／
ド
カ
ー
分
野
で

の
技
術
開
発
な
と
の
技
術
的
側
面
や
、
逆
転
に
か
か
る
諸

課
祖
の
解
決
に
向
け
た
人
的
m
画
に
佐
古
を
あ
て
た
技
術

聞
発
な
ど
、
日
動
車
の
桟
能
や
運
転
環
境
は
め
ま
ぐ
る
し

く
変
化
し
て
い
ま
す
■
こ
れ
ら
環
境
変
化
に
h
り
一
ち
向
か
い
、

『
カ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
カ
ン
ハ
ニ
ー
≡
J
あ
る
こ
と
を
常

に
意
識
し
、
お
零
様
の
お
役
に
〃
．
ち
、
感
謝
さ
れ
る
什
車
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
ヒ
日
々
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

さ
て
、
仕
事
を
離
れ
れ
ば
、
時
問
が
あ
れ
ば
で
き
る
だ
け

ア
ク
テ
ィ
フ
に
週
こ
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
最
近
は
温

泉
巡
り
に
没
頭
し
て
い
て
、
お
湯
の
良
い
、
コ
ス
ハ
の
良
い

温
泉
を
求
め
て
、
こ
れ
も
駆
け
回
っ
て
い
ま
す
ご
こ
の
季
節

で
す
と
、
暑
さ
も
お
さ
ま
っ
た
夕
暮
れ
時
に
、
野
山
の
景
色

を
見
な
が
ら
露
天
風
呂
を
楽
し
ん
だ
り
、
夜
空
を
眺
め
川

音
を
閃
き
な
が
ら
湯
に
浸
か
り
静
寂
と
自
秋
着
－
満
喫
し
た

り
、
温
泉
巡
り
は
癒
し
と
明
日
へ
の
活
力
を
与
え
て
く
れ

ま
す
J
も
う
一
つ
は
ジ
グ
ゾ
ー
パ
ズ
ル
て
す
。
「
え
っ
、
森
谷

が
そ
ん
な
細
か
い
こ
と
で
き
る
の
？
」
と
驚
か
れ
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
（
笑
）
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
結
構
は

ま
る
も
の
で
実
は
若
い
頃
か
ら
や
っ
て
い
ま
し
た
．
－
最
初

は
漫
々
と
ー
こ
し
進
ま
な
い
の
で
す
が
、
完
成
直
前
に
な
る

と
ヒ
ー
ス
が
ど
ん
と
ん
は
ま
り
出
し
、
そ
の
作
業
は
何
と

も
言
え
な
い
高
指
感
か
あ
り
、
時
間
を
忘
れ
夢
中
に
な
れ

る
、
そ
ん
な
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
■

r
l
板
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
自
身
は
、
N
T
T
で
培
っ
た
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
硯
在
の
什
部
に
活
か
し
っ
つ
、
弊
社

の
企
業
理
念
で
あ
る
『
ク
ル
マ
に
係
わ
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
の
提
供
を
通
じ
て
お
寄
様
の
信
頼
と
円
ら
の
持
続
的
成

長
を
追
求
す
る
と
と
も
に
、
社
会
・
経
済
の
発
展
と
環
境
恍

護
に
貢
献
す
る
』
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
も
東

北
小
皿
友
会
会
員
の
皆
柾
や
N
T
T
グ
ル
ー
プ
社
〓
ハ
の
皆
様

に
と
っ
て
お
役
に
h
り
．
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
会

社
と
し
て
も
N
C
S
の
プ
ラ
ン
ト
・
刀
を
高
め
し
一
の
よ
う
な

環
境
変
化
に
も
対
応
て
き
る
よ
う
お
客
抹
か
ら
の
㍍
輔
を

保
持
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
眠
り
潤
ん
で
ま
い
り
ま
す
ー
今

後
と
も
こ
指
拍
げ
を
よ
ろ
し
／
、
お
願
い
い
た
し
ま
す



＼
T
T
フ
∵
イ
ナ
ン
ス
（
抹
）
京
北
友
情
の
牛
山
【
し
ょ

う
し
ま
二
†
T

H
T
T
ク
ル
ー
了
亜
ひ
に
O
B
の
皆
桂
に
は
、
半
↓
ボ
よ

．
り
弊
往
車
r
∵
∵
】
理
解
と
こ
支
指
を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申

し
し
け
ま
す
■

増
結
こ
存
じ
の
通
り
、
弊
社
は
N
T
T
民
営
化
後
第
1

日
ソ
の
ヶ
㌧
－
⊥
プ
芸
汁
岩
N
T
T
リ
ー
ス
（
株
）
』
と
し
て
1
9

8
5
牛
車
1
日
い
∵
】
成
子
互
」
れ
ま
し
た
　
端
来
日
両
化
に
あ
わ

せ
通
′
小
長
器
の
リ
ー
ス
・
割
賦
を
揖
供
す
る
こ
と
か
ら
始

ま
ノ
ウ
韓
日
て
す
か
、
通
信
機
以
外
の
物
件
の
リ
ー
ス
も

か
す
∴
∵
な
か
∴
同
時
に
閏
始
し
、
1
9
8
9
作
に
海
外
十

六
廿
を
茂
I
J
．
し
て
グ
ロ
ー
∴
‥
ル
展
問
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
　
1
q
l
q
L
J
車
∴
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
牛
深
を
取
り

込
∴
て
人
∵
］
融
よ
圧
と
し
て
業
容
を
拡
大
し
、
リ
〕
0
八
日
6
年

に
＼
T
T
ケ
ル
！
7
内
に
お
け
る
京
金
効
率
向
卜
を
日
的

L
r
J
た
キ
ヤ
．
シ
ユ
ニ
、
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
運
用

を
聞
始
す
る
の
に
へ
‖
わ
せ
て
『
N
T
T
7
7
イ
ナ
ン
ス

（
粍
）
r
コ
と
社
告
変
更
を
行
い
ま
し
ト
∵
そ
の
後
2
0
1
2
隼

に
は
、
と
リ
ン
ク
右
打
や
右
と
し
て
、
N
T
T
裏
日
本
∴
八
T
T
西

日
本
・
N
T
T
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
N
T
T
ド
コ
モ

の
通
信
サ
Ⅰ
、
ヒ
ス
等
料
金
の
請
求
・
回
収
業
務
を
糾
う
こ

と
と
な
り
、
金
融
サ
1
㌧
ヒ
ス
と
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
両
輪
と

し
た
H
T
T
ケ
／
ル
ー
フ
に
お
け
る
金
融
中
核
会
社
に
成
長

し
て
き
た
と
こ
ろ
て
す
私
が
所
屈
し
て
お
り
ま
す
東
北

支
店
は
リ
ー
ス
車
業
の
拠
点
で
あ
り
、
同
じ
く
東
北
に
は

ビ
リ
ン
グ
車
業
の
火
北
総
人
目
利
金
セ
ン
タ
ー
か
配
吊
さ
れ

て
お
り
ま
す
・

さ
て
私
車
で
す
か
、
私
は
1
9
9
1
年
に
H
T
T
い
∵
人

目
し
、
関
西
支
社
通
い
シ
ス
テ
ム
本
部
か
ら
会
社
人
牛
か

始
ま
り
ま
し
た
　
N
T
T
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
は
社
告
か
リ

ー
ス
か
ら
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
変
わ
っ
た
ち
ょ
う
レ
三
㌧
の
〓

【
り
｝
n
O
6
し
牛
7
J
l
l
〓
】
に
N
T
T
仲
日
本
か
ら
移
帖
H

L
、
以
降
、
経
常
企
両
・
ビ
リ
ン
グ
・
リ
ー
ス
ヒ
渡
り
歩
い
て

参
り
ま
し
た
　
こ
う
い
う
経
虹
て
す
の
で
畔
隼
の
1
月
に

前
任
す
る
ま
で
県
北
て
の
勤
務
経
験
は
な
い
の
て
す
が
、

小
学
校
入
学
前
の
3
隼
問
だ
け
秋
川
県
人
仙
市
へ
規
大
仙

市
）
に
父
の
什
車
の
糾
合
で
‖
捏
ら
し
た
こ
と
か
あ
り
ま
す

残
念
な
が
ら
映
像
の
記
憶
は
な
い
も
の
の
、
「
ト
ー
ン
」
「
ト

ド
ー
ン
」
と
い
う
打
ち
－
二
げ
花
火
の
音
は
う
っ
す
ら
と
耳

の
輿
に
残
っ
て
い
ま
す
．
京
北
支
店
在
任
の
問
に
ぜ
ひ
一

度
は
足
を
運
ん
て
こ
の
眼
て
親
て
み
た
い
と
想
っ
て
い
ま

趣
味
は
ス
ホ
ー
ソ
初
戦
て
、
サ
ッ
カ
ー
▲
や
ラ
ブ
ヒ
ー
な

と
の
球
技
が
好
み
て
す
　
特
に
野
球
は
一
十
供
の
こ
ろ
か
ら

人
好
き
て
、
十
で
も
球
場
に
も
よ
く
通
っ
て
い
ま
す
〓
分

て
す
る
ス
ホ
ー
ツ
と
し
て
は
、
高
校
の
時
か
ら
続
け
て
い

る
テ
ニ
ス
と
会
社
に
入
っ
て
か
ら
始
め
た
コ
ル
フ
に
な
り

ま
す
　
に
く
続
け
て
い
る
か
ら
し
】
い
っ
て
必
ず
し
も
上
手

く
な
る
と
い
う
も
の
で
も
な
く
、
む
し
ろ
歳
を
重
ね
る
に

つ
れ
て
身
体
が
思
う
よ
う
に
動
か
な
ィ
、
な
っ
て
い
く
と
い

う
硯
粟
に
、
少
々
打
ち
ひ
し
が
れ
て
お
り
ま
す
が
、
ダ
イ
エ

ッ
ト
と
リ
プ
レ
ノ
シ
ユ
を
北
ね
て
で
き
る
た
け
・
身
体
を
動

か
そ
う
と
心
掛
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
■

最
後
に
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
弊
社
は
金
融
サ
ー

ヒ
ス
し
一
決
済
サ
ー
ヒ
ス
を
両
輪
と
し
た
先
進
の
ソ
り
ユ
ー

、
ン
ヨ
ン
∴
．
卜
よ
り
、
京
葉
蕗
昔
日
の
＝
祝
良
の
ハ
ー
ト
ナ
ー
√
こ
し

て
、
ま
た
‖
㌧
‖
叫
の
安
心
の
ラ
イ
フ
ハ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
そ

ー
二
十
＼
T
T
プ
ル
ー
フ
に
お
け
る
金
融
申
伎
会
社
と
し

て
、
二
召
し
か
ら
も
戊
に
し
続
け
て
参
り
ま
す
ト
l
じ
友
会
余
日

の
砦
巨
、
H
T
T
グ
ル
ー
プ
の
皆
柏
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

引
き
・
リ
ノ
ご
】
指
＝
J
こ
友
蟻
の
ほ
し
「
と
う
そ
よ
ろ
ー
て
、
お

り
い
い
た
㌧
要
す



束北地方本部だより

評議員会模様

東北地方本封　奥野本部長

◎
電
友
会
幹
部
会
議

叩
隼
2
日
カ
日
、
東
京
西
新
宿
「
オ
ペ
ラ
、
ン
テ
．
■
、

ビ
ル
」
　
に
お
い
て
開
催
〔
　
叩
隼
度
串
業
計
両
、
本
部

会
則
の
改
正
等
の
審
議
、
各
地
域
で
の
取
り
組
み
紹

介
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
・

◎
車
務
局
長
会
議

3
0
年
り
】
月
2
3
日
、
「
‖
冊
川
ツ
イ
ン
ス
ビ
ル
」
　
に
お

い
て
開
催
l
。
本
部
会
則
の
見
直
し
に
伴
う
地
方
会
則

の
見
出
し
、
定
期
報
告
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た

◎
支
部
長
・
事
務
局
長
会
議

：
第
1
回
地
方
理
車
金

華
や
∴
j
m
H
、
N
T
T
正
橋
ビ
ル
で
間
借
・
終

理
車
：
王
手
予
言
　
出
席
の
も
と
川
年
度
地
方
評
議
H

′
圭
車
掌
吉
宗
・
‘
肌
、
地
方
本
邦
長
表
彰
の
推
薦
等
を
．
付

し
ま
．
ニ
ー

昏
東
北
地
方
本
部
評
議
‖
会
の
閲
催

叩
隼
3
月
7
日
、
N
T

T
行
橋
ビ
ル
て
開
催
　
3
0

年
度
雄
業
ぷ
両
、
新
規
会

員
拡
大
施
策
等
に
つ
い
て

の
意
見
支
換
、
本
部
幹
部
　
　
　
▲
叫

会
議
梢
様
の
糾
告
等
が
行

わ
れ
ま
し
た

会事理方地

叩
隼
5
月
は
H
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
否

に
お
い
て
開
催
■
」
　
ご
来
賓
に
は
N
T
T
東
日
本
取
締

役
宮
城
車
某
部
長
中
村
浩
様
を
始
め
東
北
各
支
店
長

ほ
か
幹
部
の
皆
様
、
及
び
鋒
助
仝
昌
り
拒
業
へ
N
T
T

グ
ル
ー
フ
各
社
）
　
の
幹
部
の
皆
様
を
お
迎
え
し
、
ま

た
、
電
友
会
本
部
か
ら
は

に
日
野
車
務
局
長
に
こ
出
席

を
い
た
た
き
ま
し
た

余
試
て
は
、
半
牛
皮
小

岩
侶
告
亜
丁
に
帥
牛
皮
車

業
計
両
、
規
杓
の
．
部
改

正
、
役
目
改
選
等
に
つ
い



東北地方本部だより

こ来賃のN［茨目蕃取締役
宮城寧業郡長中村浩桜

即沖l枕蝕脚日珊舶

ご来賃の四友会本部軍務局長
菅野信題電

－平郎0年度電‡会靴地方榊地方評前会

◎麺
TOK†02020　　TOKYO2020

°や■　　こ、

■糟義山からつくるl

みんなのメタルJ
プロ封エコト挙
Thankyou！

責寮オリンピックり†サリンピック蜘大義鵬■さ

こ協力をいただいた方には
感謝カードをさしあげておりますl

て
審
議
し
全
て
原
案
通
り
叶
決
承
認
さ
れ
ま
し
た

∋
叙
勲
の
ご
紹
介

謹
ん
で
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
益
々
の
ご

健
東
レ
こ
】
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

高
齢
者
叙
勲

会
議
終
了
後
、
地
方
本
部
長
表
彰
と
し
て
、
支
部
・

地
区
役
員
を
長
年
務
め
退
任
さ
れ
た
6
名
の
方
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
3
名
の

万
に
感
謝
状
が
贈
呈
き
れ
ま
し
た
〔

（
叙
位
・
叙
勲
）

端
宝
双
光
草

同同同同同同

（
支
部
名
）
　
（
ご
氏
名
）

宮
　
城
　
　
佐
々
木
和
夫
株

宮
　
城
　
　
高
橋
　
忍
　
株

宮
　
城
　
　
阿
部
　
亨
　
様

宮
　
城
　
　
千
葉
　
忠
吾
様

宮
　
城
　
　
大
友
　
良
　
種

宮
　
城
　
　
寺
田
　
直
弘
桔

宮
　
城
　
　
菅
原
　
昭
夫
様

秋
　
川
　
　
圃
松
　
剛
　
桂

（
平
成
2
9
年
1
2
パ
1
3
0
年
4
月
ま
で
）

◆
お
知
ら
せ

◎
2
0
2
0
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
支
援
施
策
へ
の
ご
協
力
を
！

東
京
2
0
2
0
大
会
人
音
メ
ダ
ル
の
作
成
協
力
と

し
て
　
（
株
）
　
N
T
T
ド
コ
モ
が
共
催
す
る
　
「
都
市
鉱

山
か
ら
つ
く
る
み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
電
友
会
も
協
力
し
て
い
ま
す
■
・
」
　
使
用
済
み
ケ
ー
タ

イ
・
ス
マ
ホ
を
お
近
く
の
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
へ
お
持

ち
く
だ
さ
い
－
．
地
方
本
部
事
務
局
へ
送
っ
て
い
た
だ

い
て
も
結
構
で
す
。


